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山田校区コミュニティ協議会 

会 長 下 村 愿 

山田校区コミュニティ協議会だより 第７号
 

まちづくりプラン策定委員会が発足しました！ 

 

まちづくりプラン（校区振興計画）とは、より良い

まちづくりの中長期的な共通目標を定めたもので

す。出来るだけ多くの住民が参加して地域の課題を抽出し、地域の理想像を描いていくことで

目標や具体的な事業をとりまとめていきます。「こうありたいという地域社会を創る」という地

域住民の願いも含まれますので、みんなで話しあって作成していくこ

とが大切になります。まちづくりプランを作成することで、校区コミ

ュニティ協議会をはじめとする地域組織や地域住民が活動するうえ

で、大きな柱・指針となり、姶良市の市政へ反映されるものです 

 

 

 

 

ステップ① 準備・策定委員を決定し、進め方の計画やスケジュール、予算などを話し合う 

  ↓ 

ステップ② 校区の概要(人口・地域資源など)を調査確認して情報をまとめる 

  ↓ 

ステップ③ 地域の良いところ、困っているところや地域の資源などの抽出 

  ↓ 

ステップ④ めざしたいまちづくりの方向性（目標）やスローガンの決定 

  ↓ 

ステップ⑤ 具体的な事業の検討（新規だけでなくこれまで取り組んできた活動の反省） 

   ↓ 

ステップ⑥ これまでの検討内容を取りまとめてプラン（計画書）を作成 

↓ 

ステップ⑦ まちづくりプランを地域住民に広く周知する 

 

 

 

山田校区では、策定委員会を中心に平成 29 年度中の完成をめざし、「まちづくりプラ

ン」の作成に取り組んでまいります。作成にあたっては、校区の現状を把握するため、住民

の皆さんの意見・要望を収集するということが大切になります。アンケート調査等を実施す

る際には多様なご意見をお寄せください。今後「コミュニティだより」の紙面にて策定委員

の紹介、進捗状況などを随時お知らせしていく予定です。 

～住民中心の地域づくり～ 

まちづくりプランって何？ 

作成の手順は？ 

みなさんへのお願い 



 

スケート体験活動（えびの高原スケート場 12 月 17 日） 

昨年度に引き続き、スケート体験活動

をえびの高原アイススケート場で実施し

ました。このスケート場は、宮崎県と鹿

児島の間にある日本最南端の屋外アイス

スケート場で、標高 1200ｍの高地にあ

り，冬晴れの青空に映える森や雪化粧の

山々を背景に滑走する心地よさと開放感

は最高でした。 

初めて滑る子供もいましたが、１～２

時間もすれば上手に滑れるようになり、

澄み切った空気の中で、ダイヤモンドの

ように輝く銀盤でのスケートを思う存分楽しんでいました。 

山田ふるさとウォーキング大会（2 月 25 日） 

晴天に恵まれた早春の山田路を、約 50人

の参加者で、楽しく元気に歩きました。姶良

市リサイクルセンター→山田川→黒島神社→

上名用水トンネルを巡る約 8キロのコースで

は、小さな春の訪れを感じながら、普段とは

ちがった住民同士の交流も楽しんでいただけ

たようです。コースの各所では丁寧な説明も

あり、はじめて訪れたという方もいて、知っ

ているようで意外と知らない山田の良さを、

改めて感じる良い機会となりました。 

完歩後には、手作りおにぎりや抽選会のお

楽しみもありました。 

 

 

3月 2日（木）19時より、山田地区公民館

にて市政報告会が開催され、笹山市長より市

政の現状・政策について報告をしていただき

ました。市政の動きを身近に感じ理解を深め

る良い機会になりました。 

事前に提出していた山田校区が抱える問題や

要望に対しても市長をはじめ副市長、各担当

職員より丁寧な回答・説明を受けました。 

これらの報告をふまえて、さらに住みやすい

山田校区を目指し様々な事業に取り組んでい

きましょう。 

※市政報告会について詳細が知りたい方は、コミュニティ協議会事務局にお問合せ下さい。 


